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z．目　　的

　大麻の生育及び収量と繊維の品質に直接影響するところが大きい，播種期と栽植密度につい、

て試験し，当該地域に訟ける栽培基準の資料を得ようとする。　　　　　　　　　　　　　　1

2．試験の場所

　学部内爽験農場および小県郡東部町和大鍵南平（標高950m）大蜜総合農場，両農場にて

共通試験栽培（播種日は上田がユ日早い）をしたが，上田ではag　2期試験区の種子翁よびかい

われが鳥害に澄いて立毛極めて少なく，試験貝的に添わなくなったので途中教材に供し、本試

験からはずしft。

3。試験の方法　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（1）供試贔種は南押原工号（青木種）

㈲　コー区面積はユ3．2ma（4坪）とし．全面積214・9か（64坪）を用い，試験は2連制に

　　ょって爽施し允6

（呂）播種期は2回とし，第工期播は5月8日に，第2期播は5月24日とした。

（9）栽楓密度は畦巾15CM・30㎝。ascm・60C蹴の4区とし，株闇は何れもユ5㎝つつと

　　し干鳥型にした。

㈲施肥燈は3・．3・m，（ユ坪）嶺堆肥C　Kg，硫ee　200g、過石100g，塩ヵ0100gとし，

　　工区ユ3・2　mu（4坪）当堆肥t，6Kg，硫安8009，過石4009，塩加4009つつ施

　肥した。施肥法は各肥料とも全量基肥として用い，全面散布後撹絆し表士と混合しft。追肥

　は行なわなかっ允。

⑥　播種量は大体エ0包当9Zの厚蒔としft。

㈹聞引は2回行い，第ユ回は草丈ユO㎝位のとき．第2回は草丈200n位のときそれぞれ実

　施し，第2回目Qとき所定の株間ユOcmとしfc。

㈲　除草は間引の際これを兼ね行い，また培土ユ回も合せて4図爽施しft。

（9）収穫は遅れ允が，第工期播のものを8月2ワ日に行い，第2期播のものは8月30日に行

　った。収穫しfrrものは葉を落してそのまS天H乾燥して乾茎とし，後日煮熟法により製線し

　た。
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4．試験の成績

　本成績は大窒総合農場に壽けるものである。

（ユ）生育に及ぼした気象の概況

　　昭和3ツ年は早魅の甚だしかった年であるが，この栽培には順調な年であったと考えられ

　　る。即ち5月の播種並びに幼苗期に当っては，降雨が順調にあり月別降雨量145maあっfe

　　ので，髭芽は極めて斉一良好であっ定。6月に入り生育期には繭鑑が月間25Zfimあっ党の

　　で注育は欄に進んだ。7脈入っての雨量は胴・脇賜・て・k育の働には適当

　　k7、k分であり誠熟期をig1・ftて丁脚肋下旬から醐は少なく効・8肋降醐は騨・「）t

　　ml・で早越と勧た。9肋それも2ワ・5纏で天日乾燥には郷合であっ漁・

　　　栽培燗・回肝旬暉畷があって・大分撫たけれども・鰍迄には至らなか・fc・

　　なむ病轡虫の発生も見受けず順調な生育であった。

　（2）　生育調査の結果

　　　上記のように生育期vama当な水分があsl）　，成熟期に入ってからは乾燥力號い餓め・その

　　生育は沓区とも全般的によくP刈取直前に生育調査を行っだ成績はee　1衷のようである。

　　購第ユ，鋤樋じてSU丈は播巾の狭い区（栽植密度が高い）ほど長く旙巾の広v・区（

　　栽植密度が低い）は短かい領向である。

　　　　第工表生育調査成績

試細、 草丈ln
第ユ次分枝

?ﾌ茎長m
分枝数 太さ㎝

計箆ヒの3渇勿
膜ﾂ数（ユ坪）

A5／8ユ5c擢区 2．呂6 欝．α3 3．5 0．95 340　本第　一　期

B　”　．3。μ 欝．2γ　　　5 ユ．66 4．8 o．9ワ 1⑳

o　　〃　　4，5　” 欝．2ワ　　， ユ．88 O．96 60

工）　〃　　60　” 9．ユ6 1．4呂 5．2 ユ．舷 60

A5／雛ユ5” ユ．89 ユ．59 3．8 0ノγ9 級Q第　二

B　　〃　　＄o　” 工．86 1．55 3．ユ 0．78 ユ欝o

G　　〃　　45　” ↓．76 ユ．46 4，マ 工．ユ呂 80

D　　”　　60　” 1．65 ユ」34， 5．ユ 　　工。工0m
60

註　各区60個体の平均値である。

第工次分枝迄の太さも，草丈と圃様に密度の高い区ほど長い。分枝数は，播巾の狭いものは何

れも少なく，播巾の広い屯のほど多い。太さについてもほぼ播巾の狭いものは細く．播巾の広い
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　ものは太いという傾向がみられた。

　　尚，第工期播は第2期より草丈，太さに蜘いて優っている。しかし，各区における株数を

計算すると，3．3艀（1坪）当1衷末罵のと診りであるから，単位面積当りの収量は伸長

　とは別に株数により大きく麦配される。

（3）乾茎の収貴

　　収穫した乾茎について調査してみると第2表のようである。、

　　　第2表　乾茎収量

縮廓ミ…」　　　　　　　　、7一 ユ区（4坪）

桝u収燈
工個体重
@（9）

全指数 10a当?闔菶ﾊ 全指数
ユ期・9期

ﾎ噂　比

A　ユ5㎝区
1ユ．ユ 2Qδ7 ユOO 1鎗o．4 よ00

第　　一　期

B　　呂o 9．工 建L、1 ユユエ 8〔鐸．6 58

C　　45 ツ．1 24．9 ユ⑳ 59ワ．6 40 ㌧エoo

D　　60 工L9 33．2 ユ60 59「ア。6 40

艮　　ユ5 9．4 ユ6潟 ユoo ユユ66．4 ユoo
第　二　期

F　　50 8．生 ユ9魯5 1ユ9 694．8 60 i

一｝
@（｝　　45 9．9 3欝．4 200 ツ「7ツ。6 臥 8ツ

H　　60　　　　一 9．呂 33ユ 904 595．8 52

註　ユ個体重は60株の平均値，ユoa当収蕪七はコ・個体重と単位面積当（計算上の）株数と

　　から推算した。

　ユ個体の乾茎重についてみると，第⊥期播もes　2期播も同様に栽植密度の高いものが，栽

植密度の低いものよりそれが少く，草丈e太さと合せ考えれば繊細な生育をしているわけで

ある。

　つぎに実際収量では立毛に差があって栽植密度との間に一定の傾向はみられないが，第エ

期が第2期より多いのは生育調査結果ともrmeるところであって，生長期間の長いことに

因るものであろう。

　次に栽植密度と単位面積当収蚤との関係をみるためua　：個体重量と計算上のloa当株数

により！．oa当収量を推定してみると，ee　：．第2期ζもに密度が高く個体数の多い区程そ

れが多く，畦市：50n区は第1。2期ともに大体他の2倍の収貴に当っている。簿3区間の

差は少ない。
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（《』）剥皮成績

　　煮熟法により乾茎から剥皮し皮麻として製線した。成績は第5，4表のようで南る。

　　　第3表製線成績

　　　　項　目調査区

皮麻1個体重
@　（9）

製線歩合
@　　％

10a当皮麻
?闔菶ﾊ鞠 全指数

’ユ期・2期
ﾎ　　　比

A　15㎝区 5．2 窯3．7 呂釧3．2 ユ00

B　　呂o 4．8 2欝b呂 ユ93．5 55

C　　45 δ．1 漂3．2 138．6 呂9 100

D　　60 8．2 22潟 ユ32ゆワ 呂9

E　　工5 3．9 矧L9 躯2．痔 ユOO
第二期

F　　30
5〃　畳 寒3．O ユ59β 御

G　　4，5 6．Q 駕．欝 ユヴ3．6 49 騨

H　　60 6．2 £2．5 ユ呂4．ユ 48

第4表　皮麻の醸質

　　　　　項　　目試験区

程度 麻　晶　質　の　観　察

A　5／8　ユ5㎝区 車 淡褐色にして繊維柔軟良好

B　　　〃　　　30　　” 等 淡褐色にして繊維柔軟

c　　　〃　　　生5　　” キ 淡褐色を帯び繊維軟かし

1）　　　〃　　　60　　” 十 茶褐色にして繊椎粗な感あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭脚，

E　5／舷　ユ5㎝区 峯 淡青色にして繊維柔軟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

F　　”　　30、” キ 淡青色にして繊維軟かし

（｝　　　〃　　　45　” キ 淡青色にして繊維軟かみを欠く

H　　　〃　　　60　　” 十 青禍色を帯び繊維粗硬な感

・皮麻の個体重をみると，第1期ではD区は他の3区をはthして大きく，他の3区は叢少の差

で密度との関係では一“feの傾向がみられず，第2期では密度が粗くなるに従って皮麻個体重

は大きくkりF，G両区の間に大きな差異がみられft。概して云えぱ密度が粗くなるに伴っ

て皮麻個体重は大きくなる。その製繊歩合では各区間に殆んど差異がみられず，．一一定の傾向

もみられない。即ち栽植密度論よび播種期は製繊歩合曜んど影響し軌従ってユOa当りの
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　皮麻収鍛を算出してみるならば・ユ個体当は麻重と栽植本数で決るわけであって，第ユ期播

　第2期播共に栽植密度が高く，SU定画積当りの本数の多い力が収量も多いことになる。

　　っぎに各区の皮麻贔質としての色沢．手触りについて観察したところp第感表のようであ

　って，第1期播第2期播とも栽植密度の高いものの方が，粗いものよりも晶質が幾分良好で

　あると夢られる。

4．摘　　　要

　播種の蒔期を5月8日teよび24日の2期とすれば，当地帯に諭いては前期播種の方が，生

育・収量・品質ともに良好であっfe。更に早ぐともよいかもしれない。

　栽植密度については，従来普通24伽畦巾で栽培されていたが，本試験ではそれより密鹿が

腐くユ5C皿畦巾の方が生育・収量。晶質ともに良好でth　・・　fe。但し品質の点が，この程度以上

にその強力伸度綾でみるならばユ50噸…巾のものが£40皿畦巾のものに劣るかもしれない。

　近年大麻繊維が畳糸，ロープ用殉けから壁紙用向けに流れていると聞くが，贔質が壁紙用に

充分適当であるならば，栽植密度を高めて高収貴をねらうことが得策と考えられる。
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